
「名古屋ウイメンズマラソン 2024」ボランティアに参加して 

社会奉仕委員  阿部 由美子（34期） 

 

 

 

 

 

 

 

 今夏のパリ五輪女子マラソン代表の最期の 1枠を懸けた最終選考レースとなる本大

会に、東鯱城会からは、13名がボランティアとして参加した。 

 「逆転の名古屋」と言われ、7大会連続で日本代表が選ばれてきた本 

大会は関心を集めていた。 

また男女のハーフマラソン、車椅子ランナーによるマラソンも行われ 

25060人（新聞発表）が参加した大会であった。 

  

 

 

 

 

 

 

大会当日は、冷たい風が吹き体感は、気温より２～3度は低く感じられ、時折吹く突

風で倒れてしまうコーンを必死で抑えながら活動を行った。 

沿道からは、選手が通過するたびに「ガンバレー」の声援と共に大きな拍手が送ら

れ、テレビ観戦では味わうことができないパワーを感じ、いつの間にか自然と自らも声援

を送っていた。 

優勝した安藤友香さん 

おめでとうございます‼ 

 参加された皆さん 

お疲れ様でした。 

 来年もまたこの素晴らしい 

走りをされるランナーの皆さ 

んをみんなの力で支えてい 

きましょう。 

・ 活 動 日   令和 6年 3月 10日（日） 

・ 活動時間   7時 45分（リーダーは 7時 15分）～13時 15分 

・ 活動場所   千種区北（萱場～古出来歩道橋まで）の往路 

・ 活動内容   コーステープ設置・コース資器材設置・コース整理等 

 


